
     

       

                                                      
 
 
皆様、こんにちは。いよいよ 桜の季節 春がやって参りました！ 当社 事務所の近く、しだ

れ桜で有名な慈眼寺の桜も３～４分咲き

となり、温かな日差しの中、赤ちゃん・お子

様連れのご家族がデジカメ片手に訪れてい

ました。私が行った日は、ちょうど二組の家

族が、サンドイッチやおにぎり持参でみんな

ピクニック気分で楽しんでいました。笑い声

が春の青空に響いてましたよ！ 

     家族っていいな～！ 

 私の田舎、長野県下伊那郡は桜はまだでし

ょうね。 

 

 これから、日度と マスコミやテレビで 

桜前線の話題がにぎやかになることでしょ

う～ね。 春だよ～～！ 

 

   右の写真は、去年の川越市 氷川神社裏の新河岸川 

  桜まつりのスナップ写真です。 

   ここは、屋形船が出るんですよね！ 

 「 世の 中の 景 気 や政 治 ・経 済 が どんな に 大変で も 、 大            

自然・季節は、何も言わず、ただ悠々と過ぎていきますね！  

私も「平常心」を忘れずに、粛々と毎日を 

大切に歩んでいきたいですね！ 

 

                                                                                   

毎日、皆様の笑顔をたくさん、いただける様に、汗と知恵

をかきつつ、社員一同、精進して参りますので、どうぞ よ

ろしくお願い致します！！ 

それでは、今月も『にこにこ通信』をどうぞ気楽にお

読み下さい。    

 『建築職人組合』埼玉西武支部 イイジマ株式会社    



 ｛左側が松澤・右側の方が建築職人組合 来生隆夫代表です｝                                



  

 太陽光発電システムの設置工事 （横浜市） 

 （国の補助金を頂いて、地球温暖化防止に貢献、太陽光発電を導入しました。）  

                    
 

                        

                                                      
 
 
       
 
 
 
                                 

                   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
           
              

                             
 
 

                     



周囲の理解を得にくい時期。空気

を読み、タイミングを上手に図り

ながら物事を進めて。総合運△ 

力を発揮するときは、もうすぐ。

今は縁の下の力持ちに徹し、パワ

ーを温存しましょう。総合運○ 

運気が不安定なので判断は慎重

に。手を広げたり派手な動きをし

たりするのは控えて。総合運△ 

ステージＵＰの時期。新しいジャ

ンルへの挑戦が、良い結果に繋が

ります。総合運◎ 

知的な趣味に縁があります。本格

的に取り組めば、将来、仕事など

に繋がる可能性も。総合運◎ 

気分にムラが出る時期。大胆な言

動は時に人を傷つけます。周囲と

の協調を心がけて。総合運△ 

金運が好調。旅行やレジャーに思

い切って奮発すれば、新たな運気

を呼び込むでしょう。総合運○ 

勢いに任せた言動は慎んで。心な

らずも誤解を招き、本意が伝わら

ない暗示があります。総合運△ 

目立つ行動も評価につながる時

期。個性を生かしたアイデアで周

囲を牽引しましょう。総合運◎ 

道が開ける暗示。長年の努力が認

められ、周囲の協力で物事が前進

するでしょう。総合運○ 

運気は悪くありませんが、体調面

に注意。不調を感じたら、早めに

検査を受けましょう。総合運○ 

対人運が好調。特に、上がり調子

の人との交流が、運気を一層ＵＰ

させるでしょう。総合運◎ 



 

■Ｑ■ 先日、テレビの討論番組を見ていたら、有名な司会者が

「きょうは、ケンケンガクガクと語り合いましょう」と話してい

ました。正しくは「カンカンガクガク」ではないでしょうか。 

■Ａ■ その通りです。「カンカンガクガク」は盛んに議論する

意味で、漢字では「侃々諤々」と書きます。状況から判断して、

その司会者は、こちらの言葉を誤用したのだと思います。これと

似た音を持った言葉に「ケンケンゴウゴウ」があります。多くの

人が口やかましく騒ぎ立てるさまを表す四字熟語です。漢字で書

くと「喧々囂々」となります。もうお分かりですね。音が似てい

るだけでなく、意味まで似ているために、司会者は「喧々囂々」

と「侃々諤々」を混同してしまい「喧々諤々」といってしまった

のでしょう。よく間違われるので注意したい言葉です。 

平成２２年は、年始から中南米ハイチの大地震で２０万人以上の方が死傷する大惨事と

なりました。また、その復旧工事の最中、同じ南米チリでは、阪神淡路大震災の何百倍も

の地震が起きました。わが国の中央防災会議では、首都圏において今後１００年間でＭ８

を上回る地震は考えられないものの、Ｍ７クラスの地震は数回起きるだろうとの予測をし

ています。 幸いこの１年間に東京では、強い揺れを感じる地震は発生していませんが、

「災害は忘れた頃にやってくる」と言われています。どの木造住宅も建築後５～６年経過

しますと小屋裏の構造材の接合金物は必ずゆがみます。国が定めた新しい基準による「耐

震診断」をお勧めいたしますが、その前に一度、家屋点検を実施いたしましょう！！ 

イイジア株式会社 提携先 お気軽にお問合せ下さい。「にこにこ通信」見たよ。と言っ

てお願いすると、割引もしていただけま～～す。一級建築士事務所 耐震診断登録30号 

東京技研 株式会社 ０３－３３３７－３３１１ 杉並区高円寺北3-40-13 

 庭は、外部に開放されたものと、囲い込んだものとに大別され

ます。このうち、外部に開放された庭で気兼ねなく過ごすには「目

隠し」が大切なポイントになります。最も一般的な目隠しは生垣

でしょう。樹木なので、窮屈な感じがなく、程よくプライバシー

を守ることができます。 

 生垣の高さは人の視線にあたる 150～180cm くらいがよい

でしょう。高すぎると圧迫感がある上、太陽の光を遮ることがあ

るので要注意です。ただし、隣家の２階やベランダなどから見下

ろされる場合には樹木の高さを上げます。 

 逆に、隣家の勝手口やトイレの窓などを部分的に隠したい場合

には、単独の樹木やフェンスに絡ませたツル植物が便利です。 
 



の
人
が
出
入
り
す
る
民
間
施
設
や
公
共

機
関
、
交
通
機
関
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
場

所
に
同
伴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

し
か
し
、
補
助
犬
の
理
解
が
進
ん
で
い

な
い
一
部
の
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
な
ど

で
は
、
同
伴
を
断
る
と
い
う
不
適
切
な
対

応
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
で
す
。 

 

一
般
の
人
か
ら
見
れ
ば
、
補
助
犬
も
ペ

ッ
ト
も
同
じ
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
補
助
犬
は
ペ
ッ
ト
と
は
違
い

ま
す
。
使
用
者
と
一
緒
に
い
る
と
き
の
補

助
犬
は
「
使
用
者
の
お
手
伝
い
を
す
る
」

と
い
う
大
切
な
仕
事
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

 

十
分
に
訓
練
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、

仕
事
中
に
突
然
声
を
か
け
た
り
食
べ
物

を
与
え
た
り
す
る
と
補
助
犬
の
気
が
散

り
思
わ
ぬ
事
故
の
原
因
と
な
る
の
で
、
邪

魔
に
な
る
よ
う
な
行
為
は
厳
禁
で
す
。 

胴
輪
や
表
示
の
あ
る
胴
着
が
目
印 

 

盲
導
犬
は
白
か
黄
色
の
ハ
ー
ネ
ス
（
胴

輪
）
に
、
介
助
犬
と
聴
導
犬
は
胴
着
に
、

そ
れ
ぞ
れ
認
定
番
号
や
補
助
犬
の
種
類

な
ど
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

障
害
の
あ
る
人
を
サ
ポ
ー
ト 

 

身
体
障
害
者
補
助
犬
は
体
に
障
害
の

あ
る
人
の
目
や
耳
、
手
足
と
な
っ
て
働
く

よ
う
に
訓
練
さ
れ
た
「
盲
導
犬
」
「
介
助

犬
」
「
聴
導
犬
」
の
総
称
で
す
。 

 
「
盲
導
犬
」
は
、
目
に
障
害
の
あ
る
人

と
一
緒
に
歩
き
、
交
差
点
や
段
差
で
止
ま

っ
た
り
、
障
害
物
や
車
の
接
近
を
知
ら
せ

た
り
し
て
、
安
全
な
歩
行
を
助
け
ま
す
。 

 

「
介
助
犬
」
は
、
体
を
自
由
に
動
か
せ

な
い
人
に
代
わ
り
、
落
と
し
た
物
を
拾
っ

た
り
、
ド
ア
の
開
閉
を
し
た
り
し
ま
す
。 

 

「
聴
導
犬
」
は
、
耳
に
障
害
の
あ
る
人

に
、
ブ
ザ
ー
音
や
電
話
の
呼
び
出
し
音
な

ど
、
生
活
上
必
要
な
音
を
知
ら
せ
、
音
源

へ
の
誘
導
を
行
い
ま
す
。 

公
共
施
設
な
ど
で
は
同
伴
Ｏ
Ｋ 

 

補
助
犬
は
特
別
な
訓
練
を
受
け
て
い

て
、
社
会
の
マ
ナ
ー
を
守
り
、
適
切
な
行

動
が
取
れ
る
よ
う
に
し
つ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
衛
生
面
も
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

で
す
か
ら
、
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
、
レ

ス
ト
ラ
ン
、
ホ
テ
ル
な
ど
、
不
特
定
多
数

 

補
助
犬
使
用
者
は
、
認
定
証
の
携
帯
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
補
助

犬
の
公
衆
衛
生
上
の
安
全
性
を
証
明
す

る
た
め
の
手
帳
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。 

 

無
用
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

補
助
犬
か
ど
う
か
の
確
認
が
必
要
な
場

合
、
事
業
者
は
補
助
犬
使
用
者
に
認
定
証

の
提
示
を
求
め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

「
認
定
証
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま

す
か
」
と
声
を
か
け
る
こ
と
は
失
礼
に
は

あ
た
り
ま
せ
ん
。 

 

補
助
犬
は
少
し
ず
つ
、
活
躍
の
場
を
広

げ
て
い
ま
す
。
体
に
障
害
の
あ
る
人
の
自

立
と
社
会
参
加
を
助
け
る
た
め
に
も
、
補

助
犬
へ
の
理
解
を
深 

 
 

 

 

補助金活用◎得リフォーム 
   のご案内 ですよ！！



 

眼
球
内
の
圧
力
で

あ
る
「
眼
圧
」
が
異

常
に
高
く
な
っ
て
視

神
経
を
傷
付
け
、
視

野
が
欠
け
て
い
く
病

気
が
「
緑
内
障
」
で

す
。
緑
内
障
の
８
割

前
後
は
、
こ
れ
と
い

っ
た
自
覚
症
状
の
な

い
ま
ま
、
徐
々
に
進
行
し
て
い
く

慢
性
で
す
。
眼
圧
は
正
常
な
の
に
、

進
行
す
る
緑
内
障
も
あ
り
ま
す
。 

●
眼
圧
の
上
昇
か
ら
始
ま
る 

 

眼
球
内
に
は
、
房
水
（
ぼ
う
す

い
）
と
い
う
体
液
が
排
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
何
ら
か
の
原
因

で
滞
る
こ
と
で
眼
圧
が
上
昇
し
ま

す
。
両
目
と
も
に
か
か
る
病
気
で

す
が
、
進
行
の
程
度
は
一
定
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
の
失
明
原

因
の
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。 

 

急
性
の
場
合
は
急
激
に
眼
圧
が

高
く
な
り
、
激
し
い
頭
痛
や
吐
き

気
を
伴
い
ま
す
。
手
遅
れ
に
な
る

と
一
晩
で
失
明
す
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
一
刻
も
早
く
眼
科
医
の
手

当
て
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

●
慢
性
は
４
段
階
で
進
む 

 

慢
性
緑
内
障
は
お
お
む
ね
、
４

段
階
で
進
行
し
ま
す
。 

 

①
極
早
期
＝
自
覚
症
状
な
し
。

視
神
経
は
１
２
０
万
本
ほ
ど
あ

り
、
半
数
が
萎
縮
し
て
も
視
野
障

害
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

②
初
期
＝
視
野
の
中
心
か
ら
少

し
ず
れ
た
場
所
に
視
野
の
欠
け
る

「
暗
点
」
が
現
れ
ま
す
が
、
気
づ

く
こ
と
は
ま
れ
で
す
。 

 

③
中
期
＝
暗
点
が
拡
大
し
、
鼻

側
の
視
野
も
欠
け
始
め
ま
す
。
視

野
の
４
分
の
１
ほ
ど
が
欠
け
て
気

づ
く
人
が
増
え
ま
す
。
し
か
し
、

鼻
側
の
視
野
は
両
目
で
補
い
合
う

た
め
、
気
づ
か
な
い
人
も
い
ま
す
。 

 

④
末
期
＝
視
野
が
周
辺
部
か
ら

徐
々
に
欠
け
ま
す
。
テ
レ
ビ
の
画

面
や
文
字
が
欠
け
て
見
え
た
り
、

物
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
し
ま
す
。 

●
点
眼
薬
な
ど
で
眼
圧
下
げ
る 

 

療
法
に
は
点
眼
薬
、
レ
ー
ザ
ー
、

手
術
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
通
常
は

眼
圧
を
下
げ
る
点
眼
薬
で
治
療
し

ま
す
。
適
切
な
治
療
を
受
け
な
い

と
、
失
明
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、

４
０
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
１
年
に
１

度
は
眼
科
の
健
診
を
受
け
て
、
早

期
発
見
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。 

 

 「アッ」と思ったときには手遅れになっていることが多い、

鍋の焦げ付き。こすっても、こすっても落ちない焦げ付きは悩

みの種。こすりすぎて、大切な鍋を傷つけてしまった経験をし

た方も多いでしょう。こんなときに重宝するのが玉ねぎの皮で

す。焦げ付きの原因となる煮込み料理などに使われることも多

い野菜なので、好都合です。 

 まず、鍋一杯に水を張って、玉ねぎの皮を適量、入れます。

一番外側にあるカサカサになった褐色の部分です。水が沸騰し

てくると焦げ付きが自然にはがれてきます。あとは普通に、洗

剤とスポンジで洗い落とします。なお、フライパンの油汚れに

はティーパックがスポンジ代わりになります。 



 春は心も体もウキウキする季節。部屋に閉じこもりがちで、な

まっていた体をほぐしてみませんか。面倒な機械を使わず、簡単

にできる筋力アップの方法としてお勧めなのが「アイソメトリッ

クス・トレーニング」です。筋肉の長さを変えないで力を発揮す

るもので、手軽にでき、筋肉や関節を傷めにくいのが利点です。 

 まず、立った姿勢の状態で、片方の足の指を開き、床に広げた

タオルをつかみます。次に、足の指全体に力を入れ、それを持ち

上げます。そのまま、ゆっくり 5 つ数えます。最後に、力を抜

いてタオルを離し、リラックスします。片方の足ずつ、３回行う

とよいでしょう。いすに座った状態で行っても構いません。 

 ４月は新しい生活をス

タートさせる月。新入学、

就職、転勤など、これま

でと違った環境に入った

人も多いでしょう。しば

らくは期待と不安の日々

が続きます。毎日が慌し

く過ぎていくだけに、手

間隙をかけた料理は遠ざ

かりがち。そこで、今回

はいつもと趣向を変え、

電子レンジを使った手軽

な料理をご紹介します。

第１回はサッパリとした

和え物です。 

①とりのささ身はスジをとり、深め

の耐熱容器に入れて塩と酒をふり、

ラップをして約６分、加熱する。 

②①を加熱後、よく冷まし、細くさ

く。 

③生わかめは塩を洗い落とし、耐熱

容器に入れて、ひたひたの水を加

え、ラップをして約２分、加熱する。

④③を加熱後、水にとり、水気を絞って２㎝長さに切る。 

⑤セロリはスジをとり、にんじんは皮をむき、それぞれ４㎝長さ

のせん切りにする。白ねぎも同様にせん切りにし、冷水にさらす。 

⑥おくらは塩もみしてラップで包み、耐熱性の皿にのせて約１分

加熱する。 

⑦⑥を加熱後、水にとって色止めし、小口切りにする。 

⑧①③と水気を切った⑤の野菜、⑥を混ぜ合わせ、器に盛る。し

ょうが酢をかければ、できあがり。 

※加熱時間は目安です。同じ材料でも、加熱前の温度で変わりま

す。器の大きさ、材質などによっても異なります。 

 

・とりささ身……………200g 

・生わかめ………………50g 

・セロリ………………1/2本 

・にんじん…………………20g 

・白ねぎ………………1/3本 

・おくら…………………５本 

・酒……………………大さじ２ 

・塩…………………………少量 

・しょうが酢 

酢……………………大さじ４ 

淡口しょうゆ………大さじ４ 

しょうが汁…………大さじ１ 
 

【４人分】 



 

 

● ひと言：  

●  
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友
達
が
買
っ
た
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
し
て
き
ま
し
た
。 

最
近
の
パ
ソ
コ
ン
は
電
源
を
入
れ
た
ら
ガ
イ
ド
が

立
ち
上
が
っ
て
そ
れ
に
従
っ
て
進
め
て
い
け
ば
ほ
と

ん
ど
問
題
な
い
で
す
。
ネ
ッ
ト
と
プ
リ
ン
タ
と
繋
い
で

３
０
分
も
か
か
ら
ず
に
完
了
。
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
の
新
Ｏ

Ｓ
で
あ
る
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ａ
も
調
子
良
さ
そ
う
で
す
。 

そ
れ
を
見
て
、
ウ
チ
も
そ
ろ
そ
ろ
新
し
い
の
が
欲
し

い
と
思
っ
て
い
た
ら
、
何
か
を
察
知
し
た
の
か
（
？
）

家
の
パ
ソ
コ
ン
が
起
動
し
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
…
。
修
理
業
者
に
見
て
も
ら
っ
た
ら
、
ハ
ー
ド
デ
ィ

ス
ク
が
壊
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
会
社
の
パ
ソ
コ
ン
じ

ゃ
な
く
て
良
か
っ
た
…
。
幸
い
デ
ー
タ
も
復
旧
で
き
、

家
族
の
デ
ジ
カ
メ
写
真
も
無
事
で
し
た
。
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
は
も
っ
と
こ
ま
め
に
と
っ
て
お
か
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
ね
ぇ
。 

便
利
な
世
の
中
に
な
っ
た
の
で
す
け
ど
、
プ
リ
ン
タ

も
ま
だ
十
分
使
え
そ
う
な
の
に
、
一
部
の
部
品
の
故
障

だ
け
で
も
う
修
理
よ
り
も
買
い
換
え
た
方
が
安
い
こ

と
が
多
い
で
す
。
昔
の
電
気
製
品
み
た
い
に
、
ち
ょ
っ

と
配
線
を
ハ
ン
ダ
付
け
し
た
ら
直
っ
た
と
か
、
そ
う
い

う
修
理
が
で
き
な
い
の
は
困
っ
た
も
の
で
す
。 

 社
長
よ
り
ひ
と
言 

 明治４年３月１日（太陽暦４月20日）、東京・

大阪間に初めて官営の郵便制度が設けられまし

た。これを記念して昭和９年から実施されてい

ます。源流は大化の改新時に設けられた「駅制」

という制度です。30里ごとに駅を置き、馬など

で官文書を輸送していました。鎌倉幕府が開か

れた建久３年（1192年）には「飛脚」が誕生。

そして、明治４年の「郵便」に進化します。当

時の料金は東京・大阪間で１通１貫500文。所

要時間は３日と６時間かかったそうです。 

 「鮎は頭から骨を抜いて食べるのが作法」といわれます。とこ

ろが、なかなか、うまくはいかないもの。ちょっとしたコツを飲

み込んでおけば、鮮やかな箸さばきが注目されるかも。 

 最も大切なコツは、最初に箸で押して骨と身をほぐしやすくし

ておくことです。まず、鮎の背側を頭から尾のほうに数回押さえ

て、骨が身から離れやすくほぐします。次に、尾をつけ根で折っ

て取り除きます。そして、頭をしっかり持って、左手で静かに引

くと、骨だけがたやすくきれいに抜けます。 

 食べるときは、一口分ずつとり「たで酢」につけていただきま

す。親しい人との席であれば、焼きたての鮎を頭からかぶりつい

てもよいでしょう。食べた後は頭や骨をまとめておきましょう。 



  

  国の補正予算に間に合いました。「にこにこ」 

     （横浜市  Ｍ様邸  ご家族皆様も大満足です。） 

                   
 
                
                                                      
 
 
       
 
 
 

                                       
                 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
           
  

              
                                          
 

 
 
 
 
 

            
  



 

 

 

                                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              
 

 
 

  
  
  

   

 
  今年の冬は、雪が降りましたね～。ま
だまだ、朝晩は寒いですが、日に日に暖か
くなり、確かに「春の足音」が聞こえてき
ました。山々の木々達も葉を落とし、必死
に冬を越してきました。そして、いよいよ
華が咲き、暖かな新緑の季節が訪れようと
しています。じっと耐えてきた気持ちが深
ければ深いほど、その後の恵はとても、尊
くて嬉しいものです。皆さん、共に希望を
忘れずに、常に明るく前進して参りましょ
う。今生きていること、そして、生かされ
ていることに感謝しながら・・・・。 
         
がんばる松澤社長への直通携帯は、 

     ０９０－１８１５－２２５５ 

 
■建築職人組合 加盟 
 『埼玉西武支部』で活躍中です。 
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 「鮎は頭から骨を抜いて食べるのが作法」といわれます。とこ

ろが、なかなか、うまくはいかないもの。ちょっとしたコツを飲

み込んでおけば、鮮やかな箸さばきが注目されるかも。 

 最も大切なコツは、最初に箸で押して骨と身をほぐしやすくし

ておくことです。まず、鮎の背側を頭から尾のほうに数回押さえ

て、骨が身から離れやすくほぐします。次に、尾をつけ根で折っ

て取り除きます。そして、頭をしっかり持って、左手で静かに引

くと、骨だけがたやすくきれいに抜けます。 

 食べるときは、一口分ずつとり「たで酢」につけていただきま

す。親しい人との席であれば、焼きたての鮎を頭からかぶりつい

てもよいでしょう。食べた後は頭や骨をまとめておきましょう。 
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